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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次

第43期

第１四半期

連結累計期間

第44期

第１四半期

連結累計期間

第43期

会計期間
自　平成22年４月１日

至　平成22年６月30日

自　平成23年４月１日

至　平成23年６月30日

自　平成22年４月１日

至　平成23年３月31日

売上高 （千円） 1,847,725 2,311,254 12,084,421

経常利益又は経常損失（△） （千円） △118,473 59,678 640,977

四半期（当期）純利益又は四
半期純損失（△）

（千円） △72,689 38,322 368,876

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △91,614 51,469 346,801

純資産額 （千円） 7,794,328 8,200,872 8,232,641

総資産額 （千円） 15,210,031 16,186,553 15,950,952

１株当たり四半期（当期）純
利益金額又は四半期純損失金
額（△）

（円） △9.57 5.06 48.60

潜在株式調整後１株当たり四
半期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 51.2 50.7 51.6

営業活動によるキャッシュ・
フロー

（千円） △694,526 △1,581,440 545,393

投資活動によるキャッシュ・
フロー

（千円） △81,060 △3,894 △163,754

財務活動によるキャッシュ・
フロー

（千円） 449,693 1,052,081 △37,536

現金及び現金同等物の四半期
末（期末）残高

（千円） 576,254 712,998 1,246,251

(注) １　当社は、四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　第43期及び第44期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、記載しておりません。第43期第１四半期連結累計期

間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、希薄化

効果を有している潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

４　第43期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企

業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　
２ 【事業の内容】

　　当第１四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容に重要な変更はあ

　りません。

　　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

　　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　　また、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２ 【経営上の重要な契約等】

　　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子

会社）が判断したものであります。

　

(1)　業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により依然として厳しい状況

にある中、一部生産活動が回復の動きを見せ始めたものの、原発事故災害や電力供給の制約に加え、急激

な円高や原油価格高騰への懸念並びに海外景気の下振れリスクもあり、不安定な状況で推移いたしまし

た。

当社グループが属する不動産業界でも、東日本大震災により企業活動や個人の消費行動に変化が生じ

始めており、当面は先行き不透明な状況が続いていくものと思われます。このような経済環境下にあっ

て、不動産事業分野では、在庫販売用不動産の早期売却を進めるとともに、販売物件の早期商品化及びそ

の販売に取り組んでまいりました。

建設土木業界におきましては、民間・公共事業ともに需要が減少しており建材競合メーカーとの受注

競争が激化しております。このような状況のもと環境事業分野では、前期に引き続き公共事業に依存しな

い体質への変革を図るべく建築製品の開発・販売を進めるとともに、土木製品についても、不動産事業分

野との連携強化による新規顧客獲得と受注競争の回避を図りつつ、受注量の確保をすべく活動してまい

りました。

この結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は23億11百万円（前年同四半期比25.1％増）、営

業利益は67百万円（前年同四半期は１億４百万円の営業損失）、経常利益は59百万円（前年同四半期は

１億18百万円の経常損失）、四半期純利益は38百万円（前年同四半期は72百万円の四半期純損失）とな

りました。

　

セグメントの業績は次のとおりであります。

①不動産開発事業

不動産開発事業におきましては、平成23年３月期完成の分譲マンション「エンブルマーレ焼津」

（焼津市）並びに「エンブルヒルズ東源台」（静岡市駿河区）の繰越在庫の販売引渡しが進捗し、静

岡市内の宅地造成用地の引渡しも順調に推移いたしました。

この結果、売上高は８億45百万円（前年同四半期比130.5％増）、セグメント利益(営業利益）は58百

万円（前年同四半期は60百万円のセグメント損失）となりました。

②賃貸・管理事業

賃貸・管理事業におきましては、個人・法人の動きは引き続き鈍く、既存保有不動産からの家賃収入

や仲介手数料は横ばいで推移したものの、売上面では平成23年４月に取得した三島市の賃貸収益物件
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や新規オープンした駐車場収入等により増収、利益面でも前年同四半期に比べ不動産取得税の負担が

軽減されたことにより増益となりました。

この結果、売上高は２億62百万円（前年同四半期比4.4％増）、セグメント利益(営業利益）は87百万

円（前年同四半期比145.2％増）となりました。

③環境事業

環境事業におきましては、一層の利益伸長が見込める建築製品へ一部生産シフトを変更するなど、製

造ラインの合理化を推し進めたものの、構造的な公共事業の縮減や慎重な設備投資姿勢が継続するな

か、土木製品取扱量の減少により損失が増加いたしました。

この結果、売上高は６億83百万円（前年同四半期比6.3％減）、セグメント損失(営業損失）は47百万

円（前年同四半期は５百万円のセグメント損失）となりました。

④特販事業

特販事業におきましては、住宅用ＰＣ部材の受注及び出荷は堅調に推移したことに加え、一部震災で

の特需を取り込むことができたことにより、営業利益は大幅に改善いたしました。

この結果、売上高は４億72百万円（前年同四半期比4.1％増）、セグメント利益(営業利益）は33百万

円（前年同四半期は３百万円のセグメント損失）となりました。

⑤その他

飲食店売上、衣料品販売や保険代理店収入等で、売上高は47百万円（前年同四半期比1.4％増）、セグ

メント利益(営業利益）は12百万円（前年同四半期比8.9％増）となりました。

　

なお、記載金額には消費税等は含まれておりません。

　

(2)　財政状態の分析

（総資産）

当第１四半期連結会計期間末における総資産は161億86百万円（前連結会計年度比1.5％増）となりま

した。

流動資産は、現金及び預金や受取手形及び売掛金が減少したものの、商品及び製品や販売用不動産が増

加したことなどにより、104億32百万円（前連結会計年度比2.6％増）となりました。固定資産は、投資そ

の他の資産が増加したものの、建物及び構築物の減少などにより、57億54百万円（前連結会計年度比

0.4％減）となりました。

流動負債は、支払手形及び買掛金、１年内返済予定の長期借入金や未払法人税等が減少したものの、短

期借入金が増加したため、52億36百万円（前連結会計年度比1.3％増）となりました。固定負債は、長期借

入金の増加などにより、27億49百万円（前連結会計年度比7.9％増）となりました。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は82億円（前連結会計年度比0.4％減）となりました。純

資産の減少の主な要因は、配当金の支払などによるものであります。

（自己資本比率）

当第１四半期連結会計期間末における自己資本比率は50.7％（前連結会計年度比0.9ポイント減）と

なりました。

　

(3)　キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、７億12百万

円（前年同四半期比23.7％増）となりました。
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当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであ

ります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

売上債権の減少（３億52百万円）、減価償却費（62百万円）、税金等調整前四半期純利益（59百万

円）、未払金の増加（38百万円）などによる資金調達に対し、販売用不動産の取得などによるたな卸資産

の増加（△11億84百万円）、仕入債務の減少（△８億35百万円）、法人税等の支払（△85百万円）などに

より支出した結果、営業活動により支出した資金は15億81百万円（前年同四半期は６億94百万円の支

出）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

貸付金の回収（27百万円）による資金調達に対し、貸付金の実行（△21百万円）、固定資産の取得（△

７百万円）、などにより支出した結果、投資活動により支出した資金は３百万円（前年同四半期は81百万

円の支出）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

短期借入金の純増（12億39百万円）による資金調達に対し、長期借入金の返済（△１億７百万円）、配

当金の支払（△74百万円）などにより、財務活動により得られた資金は10億52百万円（前年同四半期は

４億49百万円の収入）となりました。

　

(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5)　研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における当社グループが支出した研究開発費の総額は６百万円でありま

す。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 14,540,000

計 14,540,000

②　【発行済株式】

　

種類

第１四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成23年６月30日)

提出日現在

発行数(株)

(平成23年８月10日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 8,030,248 8,030,248
大阪証券取引所ＪＡ
ＳＤＡＱ（スタン
ダード）

単元株式数は1,000
株であります。

計 8,030,248 8,030,248 － －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

 

(千円)

資本金残高

 

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

　平成23年４月１日から

　平成23年６月30日
― 8,030,248 ― 1,652,065 ― 1,854,455

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の入手が困難なため、記載するこ

とができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①　【発行済株式】

平成23年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 　 － － －

議決権制限株式（自己株式等） 　 － － －
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議決権制限株式（その他） 　 － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

446,000 － －
　普通株式

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,548,0007,548 －

単元未満株式 普通株式 36,248 － １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 　 8,030,248 － －

総株主の議決権 　 － 7,548 －

（注）「単元未満株式」の欄の普通株式には、当社所有の自己株式484株が含まれております。

　

②　【自己株式等】

平成23年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式） 静岡県静岡市葵区 　 　 　 　

ヨシコン株式会社 常磐町二丁目４－25 446,000 － 446,000 5.55

計 － 446,000 － 446,000 5.55

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成し

ております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成23年４月１

日から平成23年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日ま

で）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けており

ます。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,546,251 1,012,998

受取手形及び売掛金 1,305,451 956,657

商品及び製品 634,347 805,993

仕掛品 7,249 7,249

原材料及び貯蔵品 40,454 40,102

販売用不動産 6,259,101 7,259,947

未成工事支出金 81,296 89,695

その他 314,722 269,424

貸倒引当金 △16,534 △9,837

流動資産合計 10,172,340 10,432,232

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,317,446 2,295,203

土地 2,559,918 2,559,918

その他（純額） 213,091 192,792

有形固定資産合計 5,090,456 5,047,914

無形固定資産 50,272 48,856

投資その他の資産

その他 696,360 711,471

貸倒引当金 △58,478 △53,921

投資その他の資産合計 637,882 657,549

固定資産合計 5,778,611 5,754,321

資産合計 15,950,952 16,186,553

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,394,341 559,295

短期借入金 2,562,800 3,802,000

1年内返済予定の長期借入金 727,260 427,363

未払法人税等 104,142 16,596

賞与引当金 40,472 18,511

役員賞与引当金 22,000 －

その他 319,201 412,334

流動負債合計 5,170,218 5,236,099

固定負債

長期借入金 1,927,845 2,120,694

資産除去債務 14,126 14,210

その他 606,120 614,676

固定負債合計 2,548,091 2,749,581

負債合計 7,718,310 7,985,681
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,652,065 1,652,065

資本剰余金 1,854,455 1,854,455

利益剰余金 4,914,722 4,873,415

自己株式 △145,969 △149,444

株主資本合計 8,275,273 8,230,491

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △26,049 △13,860

繰延ヘッジ損益 △18,396 △17,559

その他の包括利益累計額合計 △44,446 △31,419

少数株主持分 1,814 1,800

純資産合計 8,232,641 8,200,872

負債純資産合計 15,950,952 16,186,553
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

売上高 1,847,725 2,311,254

売上原価 1,581,801 1,874,943

売上総利益 265,923 436,311

販売費及び一般管理費 370,275 368,720

営業利益又は営業損失（△） △104,351 67,591

営業外収益

受取利息 320 204

受取配当金 1,960 2,259

仕入割引 4,474 4,272

貸倒引当金戻入額 － 5,742

受取手数料 3,390 3,209

その他 4,173 4,717

営業外収益合計 14,319 20,405

営業外費用

支払利息 22,005 22,261

持分法による投資損失 3,716 5,742

その他 2,719 313

営業外費用合計 28,441 28,317

経常利益又は経常損失（△） △118,473 59,678

特別利益

固定資産売却益 954 －

貸倒引当金戻入額 3,734 －

特別利益合計 4,689 －

特別損失

固定資産除却損 50 247

投資有価証券評価損 1,110 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 1,630 －

特別損失合計 2,791 247

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△116,575 59,430

法人税、住民税及び事業税 10,534 18,387

法人税等調整額 △54,420 2,600

法人税等合計 △43,885 20,987

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△72,689 38,443

少数株主利益 － 120

四半期純利益又は四半期純損失（△） △72,689 38,322
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△72,689 38,443

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △17,438 12,189

繰延ヘッジ損益 △1,486 837

その他の包括利益合計 △18,924 13,026

四半期包括利益 △91,614 51,469

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △91,614 51,348

少数株主に係る四半期包括利益 － 120

EDINET提出書類

ヨシコン株式会社(E01202)

四半期報告書

12/20



(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△116,575 59,430

減価償却費 66,486 62,871

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,324 △11,254

賞与引当金の増減額（△は減少） △26,140 △21,961

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － △22,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 22,188 －

受取利息及び受取配当金 △2,281 △2,463

支払利息 22,005 22,261

持分法による投資損益（△は益） 3,716 5,742

固定資産売却損益（△は益） △954 －

固定資産除却損 50 247

投資有価証券評価損益（△は益） 1,110 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 1,630 －

売上債権の増減額（△は増加） 113,609 352,349

たな卸資産の増減額（△は増加） △822,709 △1,184,205

未収消費税等の増減額（△は増加） － 8,581

仕入債務の増減額（△は減少） 97,616 △835,046

未払金の増減額（△は減少） 77,375 38,730

未払消費税等の増減額（△は減少） △52,157 15,234

前受金の増減額（△は減少） 8,420 5,755

預り金の増減額（△は減少） 4,654 27,384

その他 △11,455 2,884

小計 △616,732 △1,475,458

利息及び配当金の受取額 2,213 2,435

利息の支払額 △23,565 △22,461

法人税等の支払額 △56,441 △85,954

営業活動によるキャッシュ・フロー △694,526 △1,581,440

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △72,409 △7,977

固定資産の売却による収入 1,095 －

貸付けによる支出 △10,000 △21,800

貸付金の回収による収入 1,210 27,176

子会社株式の取得による支出 △9,800 △100

その他 8,843 △1,194

投資活動によるキャッシュ・フロー △81,060 △3,894

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 622,950 1,239,200

長期借入金の返済による支出 △93,267 △107,048

自己株式の取得による支出 △3,943 △3,475

配当金の支払額 △74,342 △74,891

リース債務の返済による支出 △1,703 △1,703

財務活動によるキャッシュ・フロー 449,693 1,052,081

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △325,893 △533,253

現金及び現金同等物の期首残高 902,148 1,246,251

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 576,254

※1
 712,998
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【追加情報】

当第１四半期連結累計期間

(自　平成23年４月１日

　至　平成23年６月30日)

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。
　

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

１  保証債務

　
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

静岡ニュータウン開発（株） 39,268千円 ――――― 　

　

２  手形割引高及び裏書譲渡高

　

　
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

　　受取手形裏書譲渡高 384,777千円 307,409千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

売上高の季節的変動

前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）及び当第１四半期連結累

計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

当社グループでは、主として、第３四半期連結会計期間及び第４四半期連結会計期間に集中して需要が

発生するため、第１四半期連結会計期間及び第２四半期連結会計期間と比べ、売上高が相違する傾向にあ

ります。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の当第１四半期連結累計期間末残高と当第１四半期連結貸借対照表に掲記されて

いる科目の金額との関係

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
  至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年６月30日)

(平成22年６月30日現在) (平成23年６月30日現在)

現金及び預金勘定 876,254千円現金及び預金勘定 1,012,998千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △300,000千円預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △300,000千円

現金及び現金同等物 576,254千円現金及び現金同等物 712,998千円

　

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月24日
定時株主総会

普通株式 79,877 10.50平成22年３月31日 平成22年６月25日 利益剰余金

　

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期
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間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月24日
定時株主総会

普通株式 79,629 10.50平成23年３月31日 平成23年６月27日 利益剰余金

　

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント

その他
(注)

合計
不動産開発
事業

賃貸・管理
事業

環境事業 特販事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 366,848251,325729,138453,6941,801,00746,7181,847,725

  セグメント間の内部売上高又
は振替高

3,085 9,902 － － 12,98710,33123,319

計 369,934261,227729,138453,6941,813,99557,0491,871,044

セグメント利益又は損失（△） △60,27735,877△5,733△3,009△33,14111,460△21,681

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲食事業、衣料品事業及び保険代理店事

業等を含んでおります。

　

２  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利    益 金    額

報告セグメント計 △33,141

「その他」の区分の利益 11,460

セグメント間取引消去 △543

全社費用（注） △82,126

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △104,351

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント

その他
(注)

合計
不動産開発
事業

賃貸・管理
事業

環境事業 特販事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 845,760262,346683,280472,4892,263,87647,3782,311,254

  セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ 11,348 － － 11,34816,74528,093

計 845,760273,694683,280472,4892,275,22464,1232,339,347

セグメント利益又は損失
（△）

58,97587,973△47,78733,606132,76812,475145,243

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲食事業、衣料品事業及び保険代理店事

業等を含んでおります。

　

２  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利    益 金    額

報告セグメント計 132,768

「その他」の区分の利益 12,475

セグメント間取引消去 △354

全社費用（注） △77,297

四半期連結損益計算書の営業利益 67,591

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

　

EDINET提出書類

ヨシコン株式会社(E01202)

四半期報告書

17/20



　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
  至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金
額（△）

△9円57銭 5円06銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）
(千円)

△72,689 38,322

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純
損失金額（△）(千円)

△72,689 38,322

普通株式の期中平均株式数(千株) 7,599 7,580

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。潜在株式調整後１株当たり四半期純損失金額については、１株当たり四半期純

損失であり、また、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

　該当事項はありません。

　
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年８月９日

ヨシコン株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
　 公認会計士    篠　　原　　孝　　広    印

　
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
　 公認会計士    浅　　野　　裕　　史    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているヨシ
コン株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平
成23年４月１日から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年６
月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ヨシコン株式会社及び連結子会社の平成23年
６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・
フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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